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安全な生活を送るために 

 春風の暖かさを感じる季節になり、今年も大型連休を迎えようとしています。新型コロナウイルス感染症予

防のため、未だ思うように外出できず、ゲームやＳＮＳ等のメディアに触れる時間が増えてしまうのではない

か心配されます。学校では、いつも「スイ（水のこと）カ（火のこと）マン（人〈不審者等〉）シャーク（車のこと）」

に留意して、生活するように指導しています。各家庭においても、安全で、有意義に生活できるように声をかけ

てください。 

 

１ 健康で安全な生活 

 ○ 交通事故（飛び出し・自転車事故）に気を付ける 

  子供が被害者になる交通事故の大半は「飛び出し」による事故、または「自転車乗車に伴う」事故です。学校

では、交通安全教室や日頃の学級指導を通して、安全な道路の横断、自転車の正しい乗り方について指導してい

ます。また、踏切の横断については、警報機や遮断機の役割について繰り返し説明し、絶対に無理な横断をしな

いように指導しています。校区内には、７か所の踏切があるので十分に注意させたいものです。 

  自転車の乗車については下記の事項に留意してください。 

・乗車範囲については親子でしっかりと話し合い、約束を決める。（１、２年は公園等、保護者の監督がある

こと、３～６年は舟橋村内） 

・自転車に乗ったら、車と同じように交通ルールを厳守することを教える。（安全確認、歩行者優先、左側通

行、一列走行、一時停止の厳守・・・等） 

・雨の日、風の強い日、日没後は乗らない。 

・交通量の激しい道路（特に東芦原周辺及び上市街道）、工事中で狭くなった道路では、自転車から降りて通

行する。  

・ヘルメットを着用する。 

・舟橋小学校の自転車の乗り方に関する推奨ルールを確認する。 

 ○ 安全な遊びをする 

・火遊びの危険性と重大な責任について話し、ライターやマッチ等の保管には十分に注意する。 

  ・川や用水の水が増えるので、絶対に近付かないようにする。 

  ・思いがけない事故、事件につながることがあるので、子供同士での校区外などの遠出をしないようにする。 

・道路（歩道も含む）でブレイブボードやキックボード等で遊ばない。 

・線路へ置石をしたり、線路・踏み切りの近くで遊んだりしない。また、遮断機や警報機のないところで線路を横断

しない。 

・自分が得意な運動や好きな遊びを通して、体力つくりをする。 

 

 ○ 身の安全を守る 

  ・帰宅したときには、手洗いやうがい等を行い、病気の予防に努める。 

・出かけるときは、必ず、行き先、用件、帰る時刻等を家の人に伝える。17時までに帰宅する。  

  ・子供の服装や持ち物について気を配り、心や行動の乱れにつながらないように配慮する。 

  ・人通りが少ない場所、大人の目が届かない場所の危険性について教え、立ち入らないようにする。 

  ・不審者による事件の被害者にならないように家庭においても繰り返し注意する。不審者による声かけ事犯や不

審電話等があった場合は、すぐに学校へ連絡をする。 

  ・大人に知らせるといった行動について確認する。合言葉「いかのおすし」について親子で話し合う。 

  【いか ついていかない の 乗らない お 大声を出す す すぐ逃げる し 知らせる】 

  

２ 規律ある生活 

  ○ 物やお金を大切にする 

  ・お金やゲームソフトの貸し借りは絶対にしない。 

  ・万引きは絶対にさせない。また、購入した覚えがない物を子供が持っていないか常に注意する。 

・ＳＮＳやゲームをしたり、テレビ・ＤＶＤ等を視聴したりする際の約束を決める。また、インターネットやス

マホ等を利用する時も、約束を決めて利用する。 

・店舗での買い物だけでなく、インターネット上でのお金の使い方についても約束を決める。 

  ○ 時間の使い方を見直す 

 ・自分で決めた生活時間を守り、早寝早起きをする。 

・朝・昼・夕のバランスのとれた食生活に気を付ける。 

・ゲームやテレビの視聴に時間をかけ過ぎることがないように、適度な運動や読書、遊びを取り入れるなど、一

日の生活設計を立て、規則正しい生活ができるようにする。 

・深夜番組の視聴によって、就寝時刻が遅くならないようにする。 

  

３ 親子の触れ合いの機会 

  ○ 家族の会話の場・触れ合いの場をもつ 

  ・いつも以上にゆったりと時間をかけて会話をしたり、共に活動したりする機会をつくる。特に、子供の話をよ

く聞き、様子を観察することによって子供の心をとらえたり、親の愛情を伝えたりする。 

  ○ 手伝いをする 

  ・生活の基本となる家族という小集団のなかで培われた心が社会生活に生かされたり、役割を担うことによって

自分の存在の必要性について考えたりするので、家族の一員としての役割を与える。 

平日の夜間、祝祭日等に発生した重大な事故等につきましては、休業期間にかかわらず、役場にご

連絡ください。        ☎ 舟橋村役場 ４６４－１１２１ 

 ５月には、田植えが始まるので、田畑やあぜ道に入らないように指導してください。特

に、田の水の調節口の役割を教え、勝手に水量を変えたり、水量を調節する板等を触った

りしてはいけないこと、田んぼや川に石や草を投げ入れないこと等を伝えてください。 


